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高校生の 「将来 の 夢」 と進路選択

一多様化 ・個性化時代 の 進路形成
一

日本学術振興会特別研究員　荒川　葉

1．はじめ に

　本報告は 、  学校 が 個性化
・多様化の 理念を受

容する 中で 、学校 の 進路形成機能がどの ように変

化 して い る の か、  それ に よ っ て 生徒に対 して働

く加熱 ・冷却 の メ カ ニ ズム がどの よ うに変化 して

い る可能性があ る の か、高校 の 個性化
・多様化政

策の 動向に焦点を当て て 、 考察する こ と を 目的 と

し て い る。

　こ れま で 日本 の 学校教育は、一
元的な学力 に応

じて 生徒を異なる進路に振 り分け る、選抜 ・配分

機関 と して機能 して きた。なか で も、画
一

的な学

科構造 の も とに 序列化 した高校階層構造は、中卒

時の 学力に応 じて 生徒を振 り分 け、高卒後の 進路

選択 の 機会を制約する中核的選抜
・
配分機関 とな

っ て きた。しか も、日本 の 学校教育は、新規学卒
一

括採用 の 労働市場 と結びつ き、間断なく生徒を職

業構造に移行させ る シ ス テ ム を形成 して きた （苅

谷 1991）。つ ま り、大多数の 人 々 を学校か らダ

イ レ ク トに 労働 市場 に配分する巨大な選抜 ・配分

シ ス テ ム とし て機能 して きた とい え る。こ うした

シ ス テム は学校が果たす選抜 ・配分機能を絶対化

し、人々 を、よ り威信 の 高い 学校 ・職業 とい う
一

元 的な成功 を目指す 「マ ス 競争」 に の せて い く規

範的な役割 も果 た して きた。

　 しか し、こ う した 学校 の 選抜 シ ス テム の あ り方

も変化して い る 可能性 が ある。

　第
一

に、学校か ら職業 へ の トラン ジ ッ シ ョ ン が

崩れ て き て い る。労働市場 の 変化 も受け、学卒無業

者 とな る層が 出 て きて い る こ とが 先行研究に よっ

て 報告 され て い る。

　第二 に、こ れ が本発表が強調 したい 点 で あるが、

個性化・多様化を掲げる教育改革が進行する中で 、

学校 自体が 多元的な価値観を取 り込むよ うにな っ

て い る。
一

元的な成功観・能力観に 基 づ く選抜配分

シ ス テ ム が 生徒に 与える抑圧 を批判する声 が高ま

ると同時に、労働市場の 変化も手伝い 、80 年代半

ば以降、生徒 の 「興味 ・
関 心 」 「将来 の 夢 」 に応 じ

た学習
・進路形成 へ の移行が盛ん に推奨され て き

た。中で も、中核的な選抜 ・配分機関とな っ て きた

高校 は 改革の 要とされ、多様な学習内容を嫐 共す

る 「新タイ プ 」の 学科 ・コ
ース が多数設 置され た。

　 こ うした状況で 、学校 の 進 路形成機能 は どの よ

うに変化 して い る の だろ うか。生徒 の 「興味 ・関

心 」 「将来 の 夢」に 応 じた学習
・進路指導 の 提供 と

い う次元 の 異なる要素 を 取 り込 む 中で、高校 の 学

習内容や進路形成機能 に い か な る揺ら ぎが 生 じ て

い るの か。本研究は、個性化
・多様化政策が 進行す

る なか 、高校教育内容 が どの よ うに再編 され、選

抜 ・配分機能に どの よ うな質的変化をもた ら して

い るか解明する こ とを試みる。

2．調査の 概要

　a ，樋田大 こコ郎 ほ か 97＆99＆ 2000 年調査

　　対象 ：X 県 12校、Y 県 18 校、　 Z 県 34校

　　内容 ： 1）校内文書資料 の 文献調査

　　　　　2）教員対象イ ン タビ ュ
ー

調査

　　　　　3）生徒対象質問紙調査

　b．発表者実施 の 98〜00 年調査

　　対象 ：総合選 択制高校 1 校、総合学科 2 校

　　内容 ：観察及 び 1年生対象質問紙調査 （5H

　　 と 11月 の 2 時点館における 比較調査）

　※調査 の 概要は 当日配布資料にて 詳述

3．分析

  カ リキ ュ ラ ム と進路指導 の 分化．

　まず、カ リキ ュ ラ ム と進路指導 に 関す る 大規模

調査 の 結果、改革下、む し ろ上位校 ・中上位校と 、

中下位 ・下位校 とが 、

　 1 ）
一

見多様性を許容 しつ つ 、威信 の 高い 進路

　 をめざす従来型の 進路形成に 生徒を収斂 させ て

　 い くセ ク タ
ー （上位校 ・中上位校）と

　 2） 「興味 ・
関 心 」 「将来の 夢」 に応 じた学習 ・

　進路選択を許容し、多様な進路形成に 生徒を放

　出するセ ク タ
ー

（中下位校 ・下位校）

に分化す る傾向が見 られた 。

　カ リキ ュ ラ ム に つ い て は、中下位校 ・下位校で

は、新タイプ の学科 ・コ
ー

ス を中心に、「興味 ・関

心 亅 「将来 の 夢」に応じた 多様な内容 に な っ て い る

の に対 し、上位お よび中上 位 で は、5 教科中心 に

の カ リキ ュ ラ ム が 維持され る傾向が 見 られ た。

　 さらに進路指導 につ い て は、改革下推奨され た

「将来の職業を考えさせ る」指導 と従来の 「出 口

保障」 を交差させ て 進路指導 の パ タ
ー

ン をみた と

こ ろ、新タイ プの 学科 ・コ
ー

ス を中心 に 「将来の

職業を考えさせ る」 指導を行 う傾 向が 見 られ た も

の の
、

上位と中上 位校で は将来 につ い て 考えさせ
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ながら大学進学準備に向け意識付けする指導が 行

われ る傾向があるの に対 し、中下位 ・
下位校で は、

「将来何をや りた い の か亅 考えさせ るこ とを重視

して 「卒業後の 進路保障」 を必須 の 目標 しない 傾

向が 見 られ た （詳細 は 当 日配布資料 に て ）。

　  生徒 の 進路形成あ分化

　次に上述 の ようなカ リキ ュ ラム と進路指導の 分

化を受け、生徒 の 進路意識
・
将来展望に どの よ う

な差違が見 られ るか、生 徒対象質問紙調査 の結果

から考察 した。そ の 結果、次 の 傾向が 見 られ た。

　ク ラ ス タ
ー

分析を実施 した と こ ろ、

　ク ラ ス ター 1… 「威信追求 ・猛勉強型」

　クラス タ
ー2 …　 「夢追求 ・勉強並行型 」

　ク ラス タ
ー3 … 「夢な し ・

消極的不勉強型」

　ク ラ ス タ
ー4 ・一「夢追求 ・勉強放棄型」

　の 4 類型が得 られたが、クラス タ
ー4 の 生徒 の

割合は、中下位 ・下位の 「新タイプの 学科 ・コ
ー

ス で顕著に高まる傾向が 見 られ た。

　なお、総合選択制高校 1 校、総合学科 2 校に お

け る事例調査 の 結果、こ うした進路意識
・
将来展

望 の分化は 、 入学当初から形成 され て い るの で は

なく異な る進路指導や科 目選択指導を経験する中

で、次第に形成 されて い くこ とも明らか になっ た

（詳細 は 当 日配布資料に て ）。

4 ．結論一改革下で 生 じて い る冷却・加熱の メカニ

ズムの 変容につ い て考察

　以上 の分析の 結果ぱ次の よ うにまとめられる。

　まず、改革が進行す る 中で 、高校 の カ リキ ュ ラ

ム ・進路指導は 、む しろ 「威信 の 高い 進路をめざ

す従来型 の 進路形成 に生徒を収斂 させ て い くセ ク

ター
（上 位校 ・中上位校）」 と 「「興味 ・関心」 「将

来の 夢 」 に応 じた学習
・進路選 択 を 許 容 し、多様

な進路形成に生 徒を放出す るセ ク ター （中下位

校 ・下位校）」 に分化す る傾向が 見 られ た。

　 さらに、この ようにカ リキ ュ ラム ・
進路指導が

変化する中で、冷却 ・加熱の メ カニ ズ ム も次 の よ

うに変容 して い る可能性が指摘され た （図  ）。

　か つ て 、
一

元的な成功観 ・能力観 に基 づ く選抜

配分シ ス テ ム の 下で は 、 すべ て の 生徒を威信 の 高

い 進路をめ ざす
一

元的な競争に参加 させなが ら、

達成 可能 な地位を悟 ら せ る形の 冷却 （Coohng

down ＝縮小）が作用して い た。

　 こ れ に 対 し、個性化
・多様化政策に基 づ くカ リ

キ ュ ラム ・進路指導の 再編の 中で、「将来 の夢」 と

「卒業後 の 進路 」 が 交差す る冷却 と加熱の メ カ ニ

ズ ム が 生 じて い る可能性 が 指摘 で き る。上位校 ・

中上位校で は、ノ ン メ リトクラテ ィ ッ クな 「将来

の夢」 へ の 〈 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン 〉 が冷却 され、威

信 の 高 い 進路を め ざす進路形成に 向 け て い く加

熱 ・冷却が作動す る傾向が見られた 。 これに対し、

中下位校 ・
下位校で は ノ ン メ リ トク ラテ ィ ッ クな

「将来の 夢」
へ の 〈 ア ス ピ レーシ ョ ン 〉が 加熱さ

れ、威信 の 高い 進路をめ ざす進路形成に 対 して は

冷却される加熱 ・冷却が作動する傾向が 見られ た。

こ れを進学 ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン 、職業ア ス ピ レ
ー

シ

ョ ン とい う観点 か ら見れば、ノ ン メ リトク ラテ ィ

ッ ク な夢に 向かっ て 走らせ、威信 の 高 い 進路をめ

ざす進路形成か ら撤退 させ る Coolng　Out 型冷却

メカ ニ ズ ム の 、中下位校 ・下位校 に おけ る組織的

な生起 と見 る こ ともで きる。

図 11970

年代、1980年 代の 選抜・配 分モ デル …「C。 。ling　D 。 wn 」型冷却

（威信の 高い進路をめ ざす競争に 参加させ ながら

達 成可能な地位を悟らせ る形 の 冷却）

威信の 高い 職 業・威信の 高い 進 路

↑　 加 熱

t　 冷 却

威信の 低 い 職 菓

（一元 的な価値尺 度）

1990 年代 の 選 抜・配分モ デル …「Ceoling　OutJ型冷却

（達成経路が明 確で はない 「将来 の 夢」に むけて

生 徒を引きつ けながら菓績主義的 な競争か ら撤

威信の 高 い 職 業・威信 の 高い 進 路

威信の 低い 職業

継

※ 高ランクの 高校、普通科高校 で は 〈 一の 方向に 冷却・加
熱が 作動する傾 向が あるの に 対し、低 ランクの 高校、特に新タ

イプの 学科・
コ
ース で は

」〉 の方 向に 冷却・加 熱 が 作動する

傾 向 が見 られ る
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